
令和７年度 第２回越前おおの産業ブランド力向上会議 会議録 

 

日時：令和７年１０月１４日（火）午後１時３０分～ 

場所：大野市役所２階 大会議室 

 

１ 開会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 委員紹介 

 

４ 議事 

（１）令和７年度事業の進捗について 

事務局：資料に基づき説明 

ＰａｙＰａｙ商品券「越前おおのプレミアムうぐＰａｙ」の説明 

１０月２８日から来年の２月８日まで実施。販売総数は４０，０００口。 

２，５００円分の商品券を２，０００円で、１人５口まで購入できる。 

委 員：ＰａｙＰａｙ商品券は大野市全域の何％のお店で使えるのか。 

事務局：これまでの商品券事業では、商工会議所を通じて実施した紙の商品券だと約３３０店舗、

昨年実施した「ふくいのデジタル」のはぴコインでは約１８０店舗だった。市内のＰａ

ｙＰａｙ加盟店は約４５０店舗ほどあるが、現在使っていない店舗などを精査すると約

３００店舗。全体の何％ではなく、使える店舗数で比較しており、かなりの店舗で利用

いただけると考えている。 

委 員：お店がＰａｙＰａｙに加入していれば、どこでも使えるのか。 

事務局：たばこには使えないため、コンビニでは利用不可。スーパーでたばこを売っている場合

もあるが、たばこと分けられるため、利用可。大手のスーパーで本社がダメというとこ

ろは使えない。税金や病院の支払いにも使えないなど商品券で買えないものには使えな

い。 

委 員：ＰａｙＰａｙ商品券のメディア戦略は。 

事務局：ＰａｙＰａｙや市のＨＰに掲載しており、県内向けには、メディアに投げ込みをしてい

る。観光ビューローのＨＰにも掲載を依頼予定。ＰａｙＰａｙユーザーには直接プッシ

ュ通知できる仕組みもある。 

委 員：ビジネスプランコンテストの３０件の応募は、昨年と比較して増えているのか。 

事務局：昨年は、アイデア提案者と実施者を分けて募集し、２９件の応募だった。今年は、アイ

デアの募集を行い、昨年と同程度の応募があった。 

委 員：最終審査会の出場者について、プラン名だけではわからないところもあるので、もう少

し内容を教えてほしい。 

事務局：№１は、甘い里芋を活用したスイーツの商品開発。 

№２は、従来の重油ボイラーを廃止し、電気甑を使った環境に配慮した日本酒づくり。



№３は、雪を保存するシートを使った雪室を活用した事業。 

№４は、観光関係の事業。 

№５は、子どもを対象とした、教育プログラムでデジタルデトックスを行う。 

ブラッシュアップの中で変更となっている可能性もある。 

委 員：魅力発信プロモーション事業について、国道１５８号の通行止めの前後で内容を変更し

ていると思うが、反応のよかった広告があれば教えてほしい。 

事務局：今年は石川へのテレビＣＭを多く実施した。ＧＷに駐車場の車のナンバーを調査したと

ころ石川方面のナンバーが例年より多い印象で、一定の効果があったと考えている。 

 

（２）令和８年度事業（案）について 

事務局：資料に基づき説明 

委 員：高校生に地元の企業を知ってもらうプログラムについて、坂井市やあわら市で実施して

いるとのことだが、進学校か、それとも就職が多い高校で実施しているのか。 

事務局：坂井市では市内のすべての高校でやっていると聞いている。進学校も就職が多い高校も

どちらも同じようなプログラムで実施しているとのこと。 

委 員：効果はどうか。 

事務局：進学校でも効果があったと聞いている。 

委 員：すでに福井銀行が単独で実施しているのは知っているか。 

事務局：知っている。それが派生して、市を巻き込んで広がった形と聞いている。ファシリテー

ターを呼んで、コーディネートし、より効果があるように高めた形ではないかと思う。 

委 員：すべての企業というわけにはいかないと感じるので、業種の選定は気を遣うべきかと思

う。 

メディア戦略について、自分自身も中京への発信が重要と思っていたが、小松市や白山

市への発信が、一番効果が高かったと感じている。中京への発信も当然大切だが、中京

だと情報量が多く埋もれてしまう。小松市などでは、日常的に大野市を聞いていて、情

報量もそこまで多くない地域であるため、反応が良かったと認識している。中縦の県内

全線開通までの間も含めて、そこも可能性があるのではと感じた。中縦の県内全線開通

までと、開通後のメディア戦略を分ける必要もあると思う。 

事務局：以前も石川エリアへのプロモーションは、週末に反響があった。飲食店からもその声を

聞いた。委員が言うように情報量的にも届けやすい。石川はテレビ局が４局あり、競争

原理が生まれるので、金額も割と安くなる。Ｔｖｅｒは、国民に広く受け入れられてい

るサービスで、ピンポイントでターゲットに発信できるので、中京方面もやりつつ、近

隣エリアへの発信もありだと感じた。 

委 員：インバウンドの方に「大野市になぜ来たか」を聞くと、「何もないから」と言われた。

非常に残念なことではあるが、逆手に取ればプラスと考え、そういったことをプロモー

ションに入れるのも一つだと思った。 

委 員：来週に紅葉まつりが控えているが、この暑さで紅葉が心配。状況を教えてほしい。 

事務局：先週末、和泉に見に行ったが、まだまだ先だと感じた。昨年に比べると、朝晩の冷え込

みがあるため、昨年よりは期待できる。紅葉まつりの会場である国民休養地は、紅葉が



いい感じに進んでいると思っているが、まだ見通せない状況。 

委 員：葉先は少し色づいてきている。朝晩の冷え込みで、今年は意外ときれいに紅葉が進むの

ではないかと期待している。パークホテルのほうは紅葉が進んできているが、紅葉まつ

りに間に合うかは微妙。 

委 員：７年度事業進捗のＦＴＡＳのコメント抜粋で、飲食店がもう少しあった方が良いとコメ

ントがあり、まちなかの賑わいづくりは課題だと思う。そのため、店舗形成事業補助は

大切な事業だと思っているが、民間事業者の投資意欲を引き出すのは難しい。待ちの姿

勢では申請が来ないということもあると思うので、民間事業者の背中を押すような取り

組みがあれば教えてほしい。 

また、勝山は恐竜博物館、平泉寺、越前大仏に行って福井駅に戻る。大野も同じで、行

って戻るルートになってしまっている。タクシーなら大野・勝山間は２０分で行けるの

で勝山と一緒に広域で観光誘客に取り組む構想はあるか。 

事務局：店舗形成事業補助は、創業のワンストップ窓口である大野商工会議所を通じて補助金を

交付している。直接的な後押しはできていないかもしれないが、ビジネスプランコンテ

ストを通じて、新しい取り組みの後押しや、最終審査会の発表を通じて、他の事業者が

新しいことに取り組む機運醸成を図っている。また、商店街のイベントへ支援をしてい

る。まちなかの空き店舗などの状況を調査、分析し、次期戦略の中でどうすると魅力的

な店舗を創出することができるか考えていきたい。 

二次交通のアクセス強化は、市単独では難しいので、県に要望しながら強化していきた

い。奥越前観光連盟と一緒に連携事業に取り組んでいるものの、恐竜博物館の来館者の

周遊は、難しい現状。大野市や勝山市、福井県でも課題だと思っている。スキー場の連

携したプロモーションなどの取り組みは続けていきたい。 

委 員：福井県全体に言えることだが、隣との連携は非常に弱い。成功事例を作っていくことで、

前向きに取り組んでいけるといい。 

委 員：広域的な取り組みについて、組織はかなりある。既にある組織をしっかりと動かしてい

かないといけないと思う。 

最近、２～３人組の観光客をよく見かけるので、そういった方の周遊に期待したい。Ｓ

ＮＳ等の情報発信も皆さんいろいろと取り組まれている。観光ビューローも立ち上がっ

たのでそういったＰＲを期待したい。 

後継者がおらず、経営者の高齢化で商店街もさみしくなってきた。若手の方が頑張って

いるが、イベントの件数は減ってきている。息切れしないようなイベントが必要であり、

一過性ではなく継続していってほしい。 

２～３人組の観光客に上手に情報発信してほしい。バスで来る人はバスガイドがいるの

で、旅行会社にＰＲすればある程度情報発信してもらえる。個人で来る人への情報発信

が感じられない。市内の３つの蔵元の連携で、一合桝を組み立てるイベントは日本酒フ

ァンの受けが良かったので、通年実施できるといい。また、地下水をもっと表に出した

ＰＲをしていくと良いと思う。 

〇イベントへの支援について 

委 員：大野市に来る観光客目線で考えたときに、今の事業は外に届く事業がない。すべて内向



きの事業。市のあり方として、情報発信のバランスも必要だと思う。稼ぐ力を強化した

後どうするのか。大野に行きたいと思わせる取り組みも必要だと思うので、ある程度イ

ベントへの支援を残しておかないと、大野はちゃんとやっているけど面白そうじゃない

よねとなってしまうと思う。そういったことも踏まえるとイベントを通して観光客を呼

びたいというのは、魅力につながると思う。 

委 員：イベントという言葉に囚われず、経済効果を生むような事業を支援するのはありではな

いか。 

委 員：先日、イベントを開催する事業者の相談を受け、市の補助金はどうか聞いたら、使いに

くいと言っていた。それは、補助率のことだと思うが、事業をするのに自己負担が必要。

例えば定額補助とかは考えられないのか。また、店舗形成事業補助も創業者が事業費の

２／３を用意するのは厳しいと思う。店舗形成事業補助の実績がないというのは、県の

補助は１０／１０に近いものがあるので、優先して使用しているのではないかと思う。

創業者に対しては補助率をもう少し考えてほしい。 

委 員：イベント自体の経済効果、誘客効果も大事だが、イベントをきっかけにした副次効果も

大事だと思う。事業者の立場からすると、新商品のテスティングとかサンプリングとか、

イベントで評価をもらうことで今後の事業の拡大や新商品の開発につながるかもしれ

ない。観光客からすると、イベントで大野市を知ってもらうきっかけにつながる。こう

いった副次的効果も考えるとイベントへの支援は有意義ではないかと思う。 

委 員：イベント関係でいうと、先日、丹南で実施されていたＲＥＮＥＷに行って、３社ほど工

場見学をさせてもらった。３社とも特定の社員ではなく、工程ごとにそれぞれの担当が

説明を行っていた。こういったイベントがあることで、社員の方が前向きに取り組む形

になって、商売にもつながっている感覚があり、効果が出てきている。また、ＲＥＮＥ

Ｗは周遊させる効果もあると感じた。 

インバウンドの方々が越前大仏だけを見に来ることが多い。広島の原爆ドームでさえそ

うだという。観光客の行動パターンとして、目的地があったらそこから周遊するという

ことを考えないのか、情報が届いていないのか。越前大仏と平泉寺はスピリチュアルの

キーワードで考えたら一致するがそこも行かない。わざわざ海外から来ているにもかか

わらず周遊しない心理を研究する必要があると感じている。 

委 員：ＲＥＮＥＷをやりたての頃は、効果があるのか見ていたが、最近は民間事業者も前向き

で地域全体が盛り上がりを見せてきた。丹南地域の伝統産業や眼鏡産業などの活性化に

つながると思う。 

大野に何があるかわからないという市民もいるし、外から見たら尚更。産業活性化につ

ながるようなイベントは大事だと思う。 

事務局：大野市は他の自治体に比べるといろんなイベントをやられていると感じている。 

高齢化や人口減少で市の財政も縮小している中で、イベントの集約など効率的に取り組

む必要があると思っている。 

委 員：紅葉まつりなど、ほとんどのお祭りは市からかなりの予算が入っているものばかり。そ

うではなく、市民がやりたいイベントに対して少しサポートがあるともっとイベントの

数が増えると思う。 



事務局：越前おおのブランド活用事業補助は、毎年同じような団体が利用していたが、今年は自

分たちで工夫して続けているので、事業の効果もあったと思っている。外に向けて外貨

を稼ぐ、大野市を知ってもらうといったところは必要だが、イベントの成果をどのよう

に見ていくかは難しいと感じている。 

委 員：委員会としては、イベントに関連した事業について、前向きに検討していく方向でよろ

しいか。 → 異議なし 

委 員：大野の逸品創出事業で、高くても売れる商品づくりをサポートしている。今のやり方で

事業者に声をかけてもなかなか手が上がらないのが現状。取り組んだ事業者の成果が出

てこないと他の事業者もやる気にならない。 

なぜ高く買ってもらえるかを考えると、お土産でいえば、単にフルーツのお菓子という

ことではなく、山形ならさくらんぼのお菓子など、ここに来たらこれを買わないといけ

ないという構図を作っていかないといけない。例えば、大野市なら星空をイメージさせ

る商品を増やし、束で売り込んでいくことが必要。束になってやっていこうという、そ

ういったものについての支援を検討してほしい。 

 

５ その他 

 

６ 閉会 


